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※全て当館蔵

＊あげまきの結い方＊

解
説

※展示資料からの引用文の表記については、原則として通行の字体に改め、一部の字にはルビを補いました。

西洋上げまき
「婦人束髪会 結用雛形」（部分）

同うしろ図（西洋上げまき）
「婦人束髪会 結用雛形」（部分）

同さげまき（西洋下げまき）
「婦人束髪会 結用雛形」（部分）

令和3年4月3日  土  ～5月23日  日 

ワンポイント解説《束髪の結い方図
解》

和装
にも

洋装
にも

合う！

（上げ巻）（結方説明）
先づ左の手にて髪の根を揃へ右の手にて其髪を三四回右の方をねぢり
然後適宜にづの如き曲毛を頭上に作り毛先を根元へ押込みて
所々を「ヘイアピン」（留針の名也）にて押へ留て散乱せぬ様にする也

（下げ巻）（説明）
此束髪方ハ唯髪を後頭に下て結ぶ迄にて別段上げ巻の結び方に異らざれバ之を略す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「婦人束髪会　結用雛形」）

①まず、左の手で髪の根元を束ねます。
②右の手でその髪を右向きにねじります。
③ねじった髪で図のようなお団子を頭の上に作り、毛先を根元に入れ込み、ところどころをヘアピンでとめて
　散らばらないようにします。
※お団子を作る場所を下の方にするとさげまきになります。
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＊イギリスむすびの結い方＊

解
説

（イギリス結下ゲ）
中剃の辺りにて束ね夫ゟ三つ打に編て下るなり是を巻つけしをいぎりすむすびと云最も丈夫向也

（英吉利結）
イギリス下げむすびを根元を辛にして図のごとく巻付針にて留る　　　　　（「鬘附束髪図会」）

①頭の中央部で束ねてそこから下に三つ編みを編みます。（このままにするとイギリスむすび下げ）
②三つ編みを巻き付けてお団子を作ります。（イギリスむすび）

イギリス結下ゲ
「鬘附束髪図会」（部分）

英吉利結
「鬘附束髪図会」（部分）

いぎりす結
「婦人束髪会 結用雛形」（部分）

＊マーガレットの結い方＊

解
説

（まがれひと）（結方説明）
先づ伊吉利結びの如く髪の毛を三ツ打ニ編み　其髪の先を「リボン」にて結び
之を根元へ返し其リボン」にて亦之を根元へ結び付くる也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「婦人束髪会　結用雛形」）

イギリスむすびと同じく三ツうちにして
毛さきをリボン（細き小ぎれなり）にてむすひかへして根元へゆひ付る也　（「鬘附束髪図会」）

マガレイト
「鬘附束髪図会」（部分）

うしろむき
「大日本婦人束髪図解」（部分）

まがれ糸◦よこむき
「大日本婦人束髪図解」（部分）

まがれいと
「婦人束髪会 結用雛形」（部分）

①まず、イギリス結びのように、髪の毛を三つ編みにします。
②三つ編みの先をリボンで結んだ後、それを根元側へ折り返して、三つ編みの先をリボンで根元へ結びつけます。
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